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【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ６ 部 門 第 ３ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 5 年 1 2 月 5 日 ( 2 0 2 3 . 1 2 . 5 )
　
【 国 際 公 開 番 号 】 W O 2 0 2 2 / 2 1 9 9 2 0
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 2 3 - 5 1 4 3 6 2 ( P 2 0 2 3 - 5 1 4 3 6 2 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ｇ ０ ６ Ｆ 1 / 2 6 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｈ ０ ２ Ｊ 1 / 0 0 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｂ ６ ０ Ｒ 1 6 / 0 2 3 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｇ ０ ６ Ｆ 1 / 2 6 ３ ０ ６  　 　 　
　 Ｈ ０ ２ Ｊ 1 / 0 0 ３ ０ ４ Ｅ 　 　 　
　 Ｂ ６ ０ Ｒ 1 6 / 0 2 3 　 　 　 Ｚ 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 5 年 9 月 8 日 ( 2 0 2 3 . 9 . 8 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 ５ は 、 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 電 子 制 御 シ ス テ ム １ １ で 用 い ら れ る 信 号 の 例 を 示 す 図 で あ  
る 。 図 ５ （ Ａ ） に お い て 、 電 圧 Ｖ ｄ は 、 統 合 Ｅ Ｃ Ｕ ２ ０ の デ ー タ 処 理 回 路 ２ ０ ０ か ら 出 力  
さ れ る デ ー タ 信 号 の 電 圧 （ す な わ ち デ ー タ 処 理 回 路 ２ ０ ０ と ハ イ パ ス フ ィ ル タ ２ ０ ８ と の  
間 に お け る 第 １ 内 部 デ ー タ 線 ２ ０ ２ ａ 上 の 電 圧 ） で あ る 。 電 圧 Ｖ ｓ は 、 統 合 Ｅ Ｃ Ｕ ２ ０ の  
第 ２ 内 部 電 力 線 ２ ２ ０ を 介 し て 供 給 さ れ る 第 １ 電 源 ６ ０ 又 は 第 ２ 電 源 ６ １ の 電 源 電 圧 で あ  
る 。 電 圧 Ｖ ｔ ｏ ｔ ａ ｌ は 、 電 圧 Ｖ ｄ と 電 圧 Ｖ ｓ を 重 畳 し た 電 圧 （ す な わ ち 第 １ 外 部 デ ー タ  
線 ５ ０ ａ 上 の 電 圧 ） を 示 す 。 図 ５ ( Ｂ ) は 、 図 ５ （ Ａ ） の 電 源 電 圧 Ｖ ｓ の み を 抜 き 出 し た 図  
で あ る 。 電 源 （ ＋ ） と 電 源 （ － ） の 平 均 電 位 差 が 、 電 子 制 御 装 置 １ の 駆 動 電 圧 と な る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 外 部 デ ー タ 線 ５ ０ ａ 、 ５ ０ ｂ は 、 デ ー タ 通 信 用 の イ ン ピ ー ダ ン ス 設 計 さ れ た ケ ー ブ ル で  
あ る た め 、 芯 線 の 太 さ に は 制 限 あ る 。 そ の た め 、 配 線 抵 抗 が 大 き く な り 電 源 信 号 の 送 電 損  
失 の 増 加 が 懸 念 さ れ る 。 一 般 的 に 、 同 じ 電 源 信 号 を 送 電 す る 場 合 は 、 電 圧 を 高 く し て 、 電  
流 を 少 な く す る 方 が 送 電 損 失 は 小 さ く な る 。 一 方 で 、 デ ー タ 処 理 回 路 ２ ０ ０ 、 ３ ０ ０ は 通  
信 の 高 速 化 に 伴 い 、 電 源 電 圧 が ５ Ｖ 以 下 で 駆 動 す る 半 導 体 が 主 流 と な っ て い る 。 そ こ で 、  
電 源 選 択 回 路 ３ ３ １ の 出 力 と デ ー タ 処 理 回 路 ３ ０ ０ の 間 に Ｄ Ｃ ／ Ｄ Ｃ コ ン バ ー タ ３ １ ６ を  
設 け る 。 本 構 成 と す る こ と で 、 第 １ 外 部 デ ー タ 線 ５ ０ ａ に 重 畳 す る 電 源 の 電 圧 を １ ２ Ｖ 、  
２ ４ Ｖ 、 ３ ６ Ｖ 、 ４ ８ Ｖ と 言 っ た デ ー タ 処 理 回 路 ３ ０ ０ の 電 源 電 圧 よ り も 高 い 電 圧 と す る  
こ と で 、 送 電 損 失 の 増 加 を 抑 圧 す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
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【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 第 ３ 実 施 形 態 に お い て 、 エ リ ア Ｅ Ｃ Ｕ ３ ０ ａ （ 電 子 制 御 装 置 ） は 、 端 末 Ｅ Ｃ Ｕ ４ ０ ａ （  
他 の 第 ２ 電 子 制 御 装 置 ） と の デ ー タ 通 信 を 行 う た め の 第 ２ 外 部 デ ー タ 線 ５ ０ ｂ が 接 続 さ れ  
る 第 ２ デ ー タ 端 子 ３ ０ １ ｂ と 、 第 ２ デ ー タ 端 子 ３ ０ １ ｂ と デ ー タ 処 理 回 路 ３ ０ ０ と を 結 ぶ  
第 ２ 内 部 デ ー タ 線 ３ ０ ２ ｂ と 、 第 １ 内 部 電 力 線 ３ １ ０ に 対 し て 連 結 部 ３ ４ １ （ 第 ２ 電 力 線  
連 結 部 ） で 連 結 し て 、 第 ２ 内 部 デ ー タ 線 ３ ０ ２ ｂ と 第 １ 内 部 電 力 線 ３ １ ０ と を 結 ぶ 第 ３ 内  
部 電 力 線 ３ ４ ０ と を 備 え る （ 図 ７ ） 。 ま た 、 第 ３ 内 部 電 力 線 ３ ４ ０ 、 第 ２ 内 部 デ ー タ 線 ３  
０ ２ ｂ 及 び 第 ２ デ ー タ 端 子 ３ ０ １ ｂ の 組 合 せ は 、 エ リ ア Ｅ Ｃ Ｕ ３ ０ ａ の 電 力 を 端 末 Ｅ Ｃ Ｕ  
４ ０ ａ に 供 給 す る 第 ３ 電 力 供 給 経 路 ３ ４ ２ を 形 成 す る 。 さ ら に 、 電 源 選 択 回 路 ３ ３ １ ａ は  
、 第 １ 電 力 供 給 経 路 ３ １ ７ 又 は 第 ２ 電 力 供 給 経 路 ３ ２ ４ を 選 択 し て 、 第 ３ 電 力 供 給 経 路 ３  
４ ２ を 介 し て 、 端 末 Ｅ Ｃ Ｕ ４ ０ ａ へ の 電 力 供 給 を 行 わ せ る （ 図 ７ ） 。 こ れ に よ り 、 第 １ 電  
源 ６ ０ 又 は 統 合 Ｅ Ｃ Ｕ ２ ０ （ 他 の 電 子 制 御 装 置 ） か ら の 電 力 を 端 末 Ｅ Ｃ Ｕ ４ ０ ａ に も 供 給  
可 能 と な る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ２ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ２ ３ 】
　 第 ４ 実 施 形 態 の エ リ ア Ｅ Ｃ Ｕ ３ ０ ｂ と 同 様 、 第 ５ 実 施 形 態 の エ リ ア Ｅ Ｃ Ｕ ３ ０ ｃ は 、 第  
１ 内 部 電 力 線 ３ １ ０ 、 第 ２ 内 部 電 力 線 ３ ２ ０ 、 第 ３ 内 部 電 力 線 ３ ４ ０ 及 び 第 ４ 内 部 電 力 線  
３ ５ ０ （ 図 １ ０ ） を 有 し て い る 。 従 っ て 、 端 末 Ｅ Ｃ Ｕ ４ ０ ｂ （ 第 ３ 電 源 ６ ２ ） か ら エ リ ア  
Ｅ Ｃ Ｕ ３ ０ ｃ に 対 す る 電 力 は 、 第 ２ デ ー タ 端 子 ３ ０ １ ｂ 、 第 ２ 内 部 デ ー タ 線 ３ ０ ２ ｂ 、 フ  
ィ ル タ 回 路 ３ ０ ４ ｂ 、 第 ３ 内 部 電 力 線 ３ ４ ０ 及 び 第 １ 内 部 電 力 線 ３ １ ０ を 介 し て デ ー タ 処  
理 回 路 ３ ０ ０ に 供 給 可 能 と な る 。 以 下 で は 、 第 ２ デ ー タ 端 子 ３ ０ １ ｂ 、 第 ２ 内 部 デ ー タ 線  
３ ０ ２ ｂ 、 フ ィ ル タ 回 路 ３ ０ ４ ｂ 、 第 ３ 内 部 電 力 線 ３ ４ ０ に よ り 形 成 さ れ る 電 力 供 給 経 路  
を 第 ５ 電 力 供 給 経 路 ３ ２ ５ と い う 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ２ ４ 】
　 ま た 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 第 ５ 実 施 形 態 の エ リ ア Ｅ Ｃ Ｕ ３ ０ ｃ は 、 第 １ 内 部 電 力 線 ３  
１ ０ 及 び 第 ２ 内 部 電 力 線 ３ ２ ０ を 結 ぶ 第 ５ 内 部 電 力 線 ３ ７ ０ を 有 す る 。 第 ５ 内 部 電 力 線 ３  
７ ０ は 、 第 １ 内 部 電 力 線 ３ １ ０ 及 び 第 ２ 内 部 電 力 線 ３ ２ ０ と の 連 結 部 ３ ２ １ と 、 第 ２ 内 部  
電 力 線 ３ ２ ０ 及 び 第 ４ 内 部 電 力 線 ３ ５ ０ と の 連 結 部 ３ ５ ２ と を 結 ぶ 。 連 結 部 ３ ２ １ は 、 第  
１ 内 部 電 力 線 ３ １ ０ の 第 １ 整 流 素 子 ３ １ ４ よ り も デ ー タ 処 理 回 路 ３ ０ ０ 側 に 配 置 さ れ る 。  
第 １ 内 部 電 力 線 ３ １ ０ と 第 ５ 内 部 電 力 線 ３ ７ ０ の 連 結 部 は 、 連 結 部 ３ ２ １ 以 外 の 場 所 で あ  
っ て も よ い 。 ま た 、 連 結 部 ３ ５ ２ は 、 第 ２ 整 流 素 子 ３ ３ ０ ａ 、 ３ ３ ０ ｂ よ り も フ ィ ル タ 回  
路 ３ ０ ４ ａ （ 第 １ デ ー タ 端 子 ３ ０ １ ａ ） 側 に 配 置 さ れ る 。 第 ２ 内 部 電 力 線 ３ ２ ０ と 第 ５ 内  
部 電 力 線 ３ ７ ０ の 連 結 部 は 、 連 結 部 ３ ５ ２ 以 外 の 場 所 で あ っ て も よ い 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ２ ５ 】
　 さ ら に 、 第 ５ 内 部 電 力 線 ３ ７ ０ に は 、 ダ イ オ ー ド 等 の 第 ４ 整 流 素 子 ３ ７ ３ ａ 、 ３ ７ ３ ｂ  
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が 配 置 さ れ る 。 第 ４ 整 流 素 子 ３ ７ ３ ａ 、 ３ ７ ３ ｂ は 、 第 １ 電 源 ６ ０ 又 は 端 末 Ｅ Ｃ Ｕ ４ ０ ｂ  
か ら の 電 力 を 、 第 １ デ ー タ 端 子 ３ ０ １ ａ 側 （ す な わ ち 、 統 合 Ｅ Ｃ Ｕ ２ ０ ｂ 側 ） に 流 す 。 こ  
れ に よ り 、 端 末 Ｅ Ｃ Ｕ ４ ０ ｂ （ 第 ３ 電 源 ６ ２ ） か ら エ リ ア Ｅ Ｃ Ｕ ３ ０ ｃ に 供 給 さ れ る 電 力  
は 、 統 合 Ｅ Ｃ Ｕ ２ ０ ｂ に も 供 給 可 能 と な る 。 す な わ ち 、 端 末 Ｅ Ｃ Ｕ ４ ０ ｂ （ 第 ３ 電 源 ６ ２  
） か ら エ リ ア Ｅ Ｃ Ｕ ３ ０ ｃ に 供 給 さ れ る 電 力 は 、 第 ２ デ ー タ 端 子 ３ ０ １ ｂ 、 第 ２ 内 部 デ ー  
タ 線 ３ ０ ２ ｂ 、 フ ィ ル タ 回 路 ３ ０ ４ ｂ 、 第 ３ 内 部 電 力 線 ３ ４ ０ 、 第 １ 内 部 電 力 線 ３ １ ０ 、  
第 ５ 内 部 電 力 線 ３ ７ ０ 及 び 第 ２ 内 部 電 力 線 ３ ２ ０ を 介 し て フ ィ ル タ 回 路 ３ ０ ４ ａ に 供 給 可  
能 と な る 。 フ ィ ル タ 回 路 ３ ０ ４ ａ に 供 給 さ れ た 電 力 は 、 フ ィ ル タ 回 路 ３ ０ ４ ａ の ロ ー パ ス  
フ ィ ル タ ３ ０ ９ （ 図 ４ ） を 介 し て 第 １ 内 部 デ ー タ 線 ３ ０ ２ ａ に 出 力 さ れ て デ ー タ 信 号 に 重  
畳 さ れ た 後 、 第 １ 外 部 デ ー タ 線 ５ ０ ａ を 介 し て 統 合 Ｅ Ｃ Ｕ ２ ０ ｂ に 出 力 可 能 と な る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ２ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ２ ８ 】
　 ま た 、 第 ５ 実 施 形 態 の エ リ ア Ｅ Ｃ Ｕ ３ ０ ｃ で は 、 第 ５ 内 部 電 力 線 ３ ７ ０ 及 び 第 ４ 整 流 素  
子 ３ ７ ３ ａ 、 ３ ７ ３ ｂ が 設 け ら れ る （ 図 １ １ ） 。 そ の た め 、 第 ３ 整 流 素 子 ３ ５ ３ の 出 力 電  
圧 （ 電 圧 Ｖ １ か ら 第 ３ 整 流 素 子 ３ ５ ３ の 電 圧 降 下 分 を 引 い た 値 ） と 、 第 ４ 整 流 素 子 ３ ７ ３  
ｂ の 出 力 電 圧 （ 電 圧 Ｖ ４ か ら 第 ４ 整 流 素 子 ３ ７ ３ ｂ の 電 圧 降 下 分 を 引 い た 値 ） と 、 第 １ デ  
ー タ 端 子 ３ ０ １ ａ か ら の 出 力 電 圧 （ 統 合 Ｅ Ｃ Ｕ ２ ０ ｂ か ら の 出 力 電 圧 ） の う ち 、 最 も 高 い  
値 を 有 す る 電 力 経 路 が 選 択 さ れ る 。 す な わ ち 、 第 ３ 整 流 素 子 ３ ５ ３ の 出 力 電 圧 が 最 も 大 き  
い 場 合 、 第 ３ 整 流 素 子 ３ ５ ３ を 介 し て エ リ ア Ｅ Ｃ Ｕ ３ ０ ｃ か ら 統 合 Ｅ Ｃ Ｕ ２ ０ ｂ へ の 電 力  
供 給 が 可 能 と な る 。 第 ４ 整 流 素 子 ３ ７ ３ ｂ の 出 力 電 圧 が 最 も 大 き い 場 合 、 第 ４ 整 流 素 子 ３  
７ ３ ｂ を 介 し て エ リ ア Ｅ Ｃ Ｕ ３ ０ ｃ か ら 統 合 Ｅ Ｃ Ｕ ２ ０ ｂ へ の 電 力 供 給 が 可 能 と な る 。 第  
１ デ ー タ 端 子 ３ ０ １ ａ か ら の 出 力 電 圧 が 最 も 大 き い 場 合 、 統 合 Ｅ Ｃ Ｕ ２ ０ ｂ か ら エ リ ア Ｅ  
Ｃ Ｕ ３ ０ ｃ へ の 電 力 供 給 が 可 能 と な る 。 こ れ に よ り 、 デ ー タ 処 理 回 路 ２ ０ ０ 、 ３ ０ ０ へ の  
電 力 供 給 の 冗 長 化 を 実 現 で き る 。
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